保育者養成における音楽を用いた表現領域の学びについて―情景を想像する視点に着目して― by 平尾  憲嗣 et al.
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な感性と表現」についても、発達段階に応じた音や
音楽遊びの用い方等、個々の特性を考慮しながら保
育の中で取り入れていく視点も重要である。これら
の要素を幼児音楽Ⅱの中で対応する内容を模索検討
していくことが今後の課題といえる。さらに、これ
らを踏まえ、小学校課程へと繋げていく視点を学生
が認識できるよう、それに向けた段階的な遊びにつ
いて、学生が計画、実践することのできる知識や技
能の獲得を、授業の到達目標に置き、それに向け必
要となる新たな教材についての検討も今後は行って
いきたい。 
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